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幸区の特徴
面積10.09㎢

人口 160,210人

75,060世帯

公営の借家などに
住む人の割合が
高いよ。

老年人口の割合が高
いけど小学生も増え

ているね。

川崎市内で一番人口の少ない
区だけど、人口密度は２番目

に高い区だよ！

障害者手帳所持者：
身体障害者手帳； ４９６８人
療育手帳； １０３２人
精神保健福祉手帳；１０９２人
（自立支援医療（精神通院）受給者；１９９３人）

H26. 10月末の集計

3つの河川に囲わ
れていて加瀬山以
外は平坦な土地
が広がっているよ。

住民の約８６％の人
が住みやすいと思っ
ているみたいだよ。

町内会や自治会
の加入率は、
一番高い区だよ。

参考資料：○幸区役所HP／○市民・こども局市民生活部市民活動推進
課 町内会自治会ハンドブックH22／○「H25幸区区民アンケート調査」幸
区役所企画課／○健康福祉局地域福祉部保護指導課 資料／○幸区
障害者支援係 集計／〇「川崎市の学校」総合企画局都市経営部統計
情報課
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幸区地域自立支援協議会の構成員

・障害者福祉施設・事業所

・特別支援学校

・更生相談所

・精神保健福祉センター

・地域療育センター

・保健福祉センター

・相談支援センター

【合計20名】
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幸区地域自立支援協議会組織図（H27年度）

事務局会議

全体会議

専門委員会

当事者課題整理 連携
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ふれあい
サッカーイベント
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活動内容
お父さんと障がいのある子ども
たちのふれあいサッカーイベントを実施

目標

父親と子供がふれあい、父親同士がつなが
りを持つ機会を設け、父親の力を支援の場
面で発揮していただくきっかけ作りを目指す。

キーワード① 『家族がつながる』

「事務局（担当者）」を中心に企画・運営
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キーワード② 『地域資源とつながる』

目標

障がいのある方がいきいきと生活を送るため
には地域の方とのつながりが必要であり、そ
の第一歩として町内会や民生委員児童委員
との連携を模索する。

活動内容
・町内会、民生委員児童委員との意見交換
・HUG（避難所運営ゲーム）の実施

「事務局（委託相談支援センター）」が
パイプ役となり協議会内で情報共有
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キーワード③ 『当事者とつながる』

目標
障がいのある方が直接課題解決に参加でき
る仕組みを構築する。

活動内容
当事者委員の公募に向けての要項作成や
広報、選考方法などについての検討を行う。

「当事者委員会」が中心となり活動
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キーワード④ 『関係機関とつながる』

目標

活動内容

・教育機関との連携
・南部療育センター見学会
・地域包括支援センターとの交流会
・新規事業所等の事業説明会（3事業所）

「連携委員会」「事務局」が中心となり活動

関係機関との連携の中から、課題の整理と
解決に向けた取り組みを行う。
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キーワード⑤ 『構成員がつながる』

目標

・障がい者支援従事者がどのような悩みや
課題を抱えながら支援を行っているかをお
互いに知り、情報共有や支援のスキルアッ
プにつなげる。
・障がい者にかかる課題解決に向けて連携
を図りながら取り組む。

活動内容
・「ひとことタイム」の実施及び課題整理
・事例検討会

「課題整理委員会」が中心となり活動


